
田附興風会医学研究所北野病院（大阪府） 

 
病床数 
７０７床 

 

病院の特徴 
設立の趣旨に基づいた病院全体を臨床研究所とした臨床的研究のほか、基礎研究設備も充実しており、国際

レベルの研究が伝統的に継続されている。 

１９８５年には、特定公益増進法人の指定を受け、医学研究所では文部科学省科学研究費補助金（いわゆる

科研費）を受給して、特に腫瘍学に関する活発な基礎的、臨床的研究が行われている。 

京都大学や国内外の他施設との共同研究や人的交流も盛んであり、研究のレベルは非常に高い。新病院で

は放射線機器が充実され、ＭＲＩや血管造影装置の更新と共に、リニアック、ハイパーナイフが新設された。 

 

医師数 
２５０名（20１１年１月１日現在） 

 
初期研修医定員 １年次 
単独型  １３名（20１0 年実績）/たすきがけ 4 名（20１0 年実績） 

 
     〃  ２年次 
単独型  １3名（2010 年実績）/たすきがけ ３名（2010 年実績） 

 
処遇 
【1 年目】 月例給与：240,000 円＋※当直手当：100,000 円前後（月 4～5 回）＋時間外手当 

      ※６月分より支給 

       夏季賞与：70,000 円 年末賞与：200,000 円 通勤手当別途支給（月額上限50,000 円） 

        年収総額約４１０万円前後 

【２年目】 月例給与：280,000 円 ＋ 当直手当：100,000 円前後（月 4～5 回）＋時間外手当 

    夏季賞与：100,000 円 年末賞与：250,000 円 通勤手当別途支給（月額上限50,000 円） 

                                     年収総額約４６０万円前後 

 
研修プログラムの特徴 
全ての医師に義務付けられることになった臨床研修必修化の理念は、「医師としての人格を涵養し、将来の専門

性にかかわらず、医学・医療の社会的ニーズを認識しつつ、日常診療で頻繁に遭遇する病気や病態に適切に対応

できるよう、プライマリケアの基本的な診療能力（態度、技能、知識）を身につける」ということであるが、この理念に

基づき、北野病院各科および研修協力病院、ならびに地域の診療所や福祉施設、保健所等との連携のもとに２年

間のローテーションを行う研修プログラムである。 

 本プログラムにおいては、病める患者の身体的異常のみならず、患者を取り巻く外的環境に由来する心の問題も

をはっきりさせて記事をまとめる役に立ち

ます。 

見出しの例として、「弊社製品○○賞受

賞」、「○○で効率アップ!」、「会員数○○

人突破」、「新店舗開店」などがあります。 

デザインを決めます。Publisher には、い

ろいろなスタイルを使った各種印刷物のデ

ザインが用意されています。その中から目

的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費

用をかけるか決めます。かけられる時間と

費用によってニュースレターを発行する回

数や記事の分量もある程度決まります。読

者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、尐なくとも年４回発

行することをお勧めします。 
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・北野病院は、研修医の教育に力を入れている病院でした。最も大事なのは、その病院で自分のために

何を学ぶかだと感じています。常に今していることが、将来の自分のためにどう役に立つのかを考えな

がら、日々働くことが重要だったと反省します。 

・各診療科のレベルが高いと思うので、頑張れば色々なことが吸収できるのではないかと思います。忙し

さもほどほどで、勉強する時間がないということもなくよかったと思います。 

・学生気分を感じることなく働けると思います。 1年間楽しんでください。 

理解した上で全人的な幅広い医療を行うと共に、将来どの分野に進もうとも応用の利く基本的な診療能力をしっか

り身に付け、また、社会人としても先輩、同僚、コメディカルの人々と協調して、チーム医療のできる医師を養成する

ことを目的とする。 

 
 

研修医から学生さんへのメッセージ 
北野病院は大阪市の中心に位置し、近畿一円より患者様が集まり、私たち研修医はｃｏｍｍｏｎ ｄｅｓｅａｓｅ から専

門性の高い疾患まで幅広い症例を数多く経験することができます。インターネットなどの利用環境はもとより、図書

館に医学雑誌、教科書が常備されているのはもちろんのこと E-journal、Pubmed、UpToDate も、どの端末からも自

由に参照でき、充実した研修を行うことができます。また、ローテート中にはそれぞれの科の指導医より指導を受け

ますが、その他の一般的なことの相談役、指導役として、２年目研修医およびレジデントがサポートするというチュ

ーター制度があります。医局はワンフロアで構成されていて、いつでも気軽に他科医師にも相談しやすい環境にあ

ります。また、全科のスタッフが月２回（土曜日）、救急の基本について「救急講義」とともに、研修医の要望に答え

て、各科スタッフを講師とする基本知識についての「コアレクチャー」の受講が可能です。「コアレクチャー」は内部講

師、外部講師によるX線の読み方、腹部エコー、縫合の基本、頭痛の鑑別などの基本的な技術・知識を身につける

とともに、院外からも著名な教授・研究者を招いた院内ホールでの講演会も随時開催されており、大変刺激を受け

ます。 

 

研修スケジュール（年間） 
 

一年

次 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

内科（循環・呼吸・消化器・糖尿病内分泌） 救急 麻酔科 自由選択 

 

ニ年

次 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

小児

科 

産婦人

科 

精神

科 

地域

保健・

医療 

自由選択 

 

研修医からのコメント 
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